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地域から世界に  ともに未来を拓こう！

「剛柔流空手道 長崎道場」
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商工会議所のサービスはこんなにおトク!!
川越商工会議所PR動画

『小江戸川越テレビショッピング』
YouTubeで配信中！
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い
る
。
当
時
の
会
議
所
は
、
郭
町
の

「
川
越
会
館
」
に
あ
っ
た
。

　
講
演
は
午
後
か
ら
だ
っ
た
が
、
会

場
と
な
っ
た
川
中
の
体
操
場
は
学
生

や
一
般
聴
衆
で
満
席
。
さ
ら
に
猛
暑

で
、
講
演
す
る
渋
沢
に
来
賓
の
一
人

が
扇
子
で
風
を
送
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

渋
沢
は
講
演
の
冒
頭
、
川
越
の
若
者

た
ち
の
前
で
話
す
こ
と
を
「
光
栄
に

か
つ
愉
快
に
存
じ
ま
す
」と
喜
ん
だ
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
若
者
の
心
得

と
し
て
「
名
誉
に
は
必
ず
責
任
が
伴

う
」「
富
と
人
道
は
両
立
す
る
」
な

ど
を
挙
げ
た
。

今
も
古
く
な
ら
な
い
言
葉

　
か
つ
て
徳
川
慶
喜
の
世
話
に
な
っ

た
渋
沢
は
、
徳
川
家
と
ゆ
か
り
深
い

喜
多
院
の
文
化
財
や
環
境
な
ど
を
保

全
・
継
承
す
る
「
星
岳
保
勝
会
」
の

設
立
に
尽
力
し
、
１
９
１
１
（
明
治

44
）
年
の
発
会
式
で
は
講
演
も
し
て

い
る
。ま
た
、１
９
１
５（
大
正
４
）年
、

徳
川
三
百
年
祭
に
合
わ
せ
て
開
催
し

た
総
会
で
は
、
喜
多
院
に
近
い
活
動

写
真
館
「
電
気
館
」
で
６
０
０
人
を

前
に
講
演
。「
大
偉
人
の
功
徳
」
の
題

で
話
し
、「
家
康
公
は
会
社
創
設
の
人
、

慶
喜
公
は
会
社
解
散
の
人
。
し
か
し

て
そ
の
清
算
が
実
に
巧
妙
で
あ
っ
た
」

と
実
業
家
ら
し
く
分
析
し
た
。

　
川
越
が
商
業
都
市
と
し
て
発
展
す

る
中
で
、
銀
行
や
電
力
会
社
、
鉄
道

な
ど
渋
沢
が
直
接
・
間
接
に
関
わ
っ

た
事
業
は
少
な
く
な
い
。
道
徳
と
経

済
の
一
致
を
唱
え
る
渋
沢
に
影
響
を

受
け
た
人
も
多
か
っ
た
だ
ろ
う
。
渋

沢
は
、
入
間
学
友
会
の
講
演
で
こ
ん

な
話
を
し
た
。

　「
近
年
は
科
学
の
進
歩
で
知
恵
は

進
歩
し
た
が
、
心
の
進
歩
が
及
ば
な

い
感
が
あ
る
。
た
だ
富
み
さ
え
す
れ

ば
、
人
は
そ
れ
で
な
す
べ
き
こ
と
を

終
わ
り
と
考
え
る
」。
１
１
０
年
近

く
前
の
言
葉
だ
が
、
そ
の
重
み
は

ま
っ
た
く
失
わ
れ
て
い
な
い
。

　「
学
生
た
ち
は
こ
れ
ま
で
、
ほ
と

ん
ど
気
づ
か
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す

よ
」。
県
立
川
越
高
校
の
図
書
館
で
、

同
校
同
窓
会
事
務
局
長
の
岡
部
恒
雄

さ
ん
（
75
）
は
、
柱
に
掛
か
る
横
長

の
額
を
指
さ
し
た
。
中
に
は
、
漢
詩

が
書
か
れ
た
扇
型
の
紙
。末
尾
に「
青

淵
老
人
書
」
と
あ
る
。
青
淵
と
は
渋

沢
栄
一
の
雅
号
だ
。

　
こ
の
書
は
１
９
２
４
（
大
正
13
）

年
、
川
越
高
校
の
前
身
、
旧
制
川
越

中
学
の
創
立
25
周
年
を
祝
う
記
念
品

と
し
て
配
ら
れ
た
扇
子
の
原
版
。
当

時
、
渋
沢
は
県
内
出
身
の
学
生
を
支

援
す
る「
埼
玉
学
生
誘
掖（
ゆ
う
え
き
）

会
」
を
設
立
、
都
内
で
学
生
寮
を
運

営
し
、
入
寮
者
に
は
川
中
卒
業
生
も

い
た
。
ま
た
、
川
中
剣
道
部
が
同
会

主
催
の
大
会
で
優
勝
し
、
渋
沢
か
ら

優
勝
杯
を
受
け
た
縁
も
あ
り
、
当
時

84
歳
だ
っ
た
渋
沢
に
揮
ご
う
を
頼
ん

だ
と
こ
ろ
、
快
諾
し
て
く
れ
た
と
い

う
。岡
部
さ
ん
は「
こ
う
し
た
話
題
が
、

母
校
を
思
い
出
す
き
っ
か
け
に
な
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
話
す
。

若
者
た
ち
を
前
に
「
愉
快
」

　
そ
れ
以
前
に
も
、
渋
沢
は
川
越
中

学
を
訪
れ
て
い
る
。
１
９
１
０
（
明

治
43
）
年
９
月
、
川
越
周
辺
の
学
生

や
支
援
者
ら
に
よ
る
入
間
学
友
会
の

大
会
に
招
か
れ
、「
大
国
民
の
襟
度

（
き
ん
ど
）」
の
題
で
講
演
を
し
た
。

渋
沢
の
日
記
に
よ
る
と
当
日
朝
、
自

宅
の
あ
る
王
子
か
ら
大
宮
ま
で
汽
車

で
行
き
、
４
年
前
に
開
通
し
た
川
越

電
気
鉄
道
の
特
別
列
車
に
乗
り
換
え

て
川
越
に
着
い
た
。商
業
会
議
所（
商

工
会
議
所
の
前
身
）
の
数
十
名
の
出

迎
え
を
受
け
、
喜
多
院
に
立
ち
寄
っ

た
あ
と
、
会
議
所
で
昼
食
を
と
っ
て

現在の深谷市血洗島の農家に生まれる。青年期は尊王攘夷
を唱えたが、一橋家に仕え徳川慶喜の弟・昭武に随行して欧
州視察。帰国後、明治政府で財政政策を担当し、実業界に転
身。論語をもとに「道徳経済合一説」を説き、第一国立銀行の
創立をはじめ生涯500社にのぼる企業にかかわり、教育、社
会事業、民間外交などにも尽力した。

（写真は国会図書館デジタルコレクションより）

1894（明治27）年 前年の川越大火の義援金を寄付、再建され
 た時の鐘の銘文に名を刻まれる
1910（明治43）年 川越中学で開かれた入間学友会大会で講演
1911（明治44）年 喜多院「星岳保勝会」発会式で講演
1913（大正2）年 飯能方面視察の帰路、川越に立ち寄り講話
1915（大正4）年 喜多院で徳川三百年祭。「電気館」で講演
1919（大正8）年 川越会館で青年団に招かれ講演
1921（大正10）年 川越会館で商業会議所などに招かれ講演
1924（大正13）年 川中剣道部が県下中学校剣道大会で連続優
 勝、渋沢から優勝杯を受領
 川中創立25周年行事の記念品として揮ご
 うの扇を複製し配布

渋沢栄一（1840-1931）

「川越と渋沢栄一」年表

日
本
経
済
の
発
展
に
大
き
な
貢
献
を
し
た
県
内
出
身
の
実
業
家
、
渋
沢
栄
一
が

２
０
２
１
年
度
に
発
行
予
定
の
新
一
万
円
札
の
肖
像
に
決
ま
り
、
大
き
な
話
題

と
な
っ
た
。
銀
行
や
商
工
会
議
所
の
創
立
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
渋
沢
は
、
県

内
初
の
銀
行
と
商
工
会
議
所
の
前
身
が
設
立
さ
れ
た
川
越
を
何
度
も
訪
れ
て
い

る
。
明
治
・
大
正
期
の
川
越
は
、
県
内
第
一
の
商
業
都
市
だ
っ
た
。
当
時
の
活

況
ぶ
り
と
と
も
に
、
川
越
に
残
る
渋
沢
栄
一
の
足
跡
を
た
ど
っ
た
。

　
新
一
万
円
札
の
顔
と
な
る
渋
沢
栄
一

だ
が
、
な
ん
と
「
時
の
鐘
」
と
コ
ラ
ボ

し
た
コ
イ
ン
が
存
在
す
る
。
２
０
１
４

（
平
成
26
）
年
度
に
地
方
自
治
法
施
行

60
周
年
を
記
念
し
て
発
行
さ
れ
た
千
円

銀
貨
だ
。
都
道
府
県
ご
と
に
異
な
る
デ

ザ
イ
ン
で
、
埼
玉
県
は
そ
の
名
も
「
渋

沢
栄
一
と
時
の
鐘
」。
県
を
代
表
す
る

偉
人
と
風
景
だ
が
、
な
ん
と
も
不
思
議

な
縁
を
感
じ
る
。

2014 年度発行の記念銀貨

川越高校図書館に保管されている渋沢栄一直筆の扇面

川越商業会議所の事務所があった「川越会館」（旧市民会館敷地）。左側の
松の木は今もある。

1924年、県下中学校剣道大会で優勝した川中剣道部員らと渋沢栄一
（２列右から３人目）

埼玉の生んだ偉人

渋沢栄一と川越
川高に残る直筆の扇／商工会議所とも交流

創
立
25
周
年
で
配
ら
れ
た
扇
子
を
手
に
す
る
川
高
同
窓

会
の
岡
部
恒
雄
さ
ん（
左
）と
栗
原
由
郎
さ
ん

財
務
省
が
発
表
し
た
新
一
万
円
札
の
図
案

え
っ
！
時
の
鐘
と
渋
沢
栄
一
が
コ
イ
ン
に
？

【
参
考
文
献
】
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
（
渋
沢
青
淵

記
念
財
団
竜
門
社
編
）、
川
越
高
校
70
周
年
記
念

誌
、
入
間
学
友
会
報
、
川
越
市
史
、
川
越
商
工

会
議
所
一
〇
〇
周
年
記
念
誌
ほ
か
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い
る
。
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「
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。

　
講
演
は
午
後
か
ら
だ
っ
た
が
、
会

場
と
な
っ
た
川
中
の
体
操
場
は
学
生

や
一
般
聴
衆
で
満
席
。
さ
ら
に
猛
暑

で
、
講
演
す
る
渋
沢
に
来
賓
の
一
人

が
扇
子
で
風
を
送
る
ほ
ど
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。
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光
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そ
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て
、
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の
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に
は
必
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が
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と
人
道
は
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る
」
な

ど
を
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た
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今
も
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葉
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の
世
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会
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の
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に
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し
、
１
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１
（
明
治

44
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年
の
発
会
式
で
は
講
演
も
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て
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９
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５（
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、
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に
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開
催
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会
で
は
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に
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活
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真
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気
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で
６
０
０
人
を

前
に
講
演
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偉
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の
功
徳
」
の
題

で
話
し
、「
家
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公
は
会
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創
設
の
人
、

慶
喜
公
は
会
社
解
散
の
人
。
し
か
し

て
そ
の
清
算
が
実
に
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妙
で
あ
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た
」

と
実
業
家
ら
し
く
分
析
し
た
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川
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が
商
業
都
市
と
し
て
発
展
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中
で
、
銀
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や
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、
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ど
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に
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事
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道
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渋
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友
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で
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、

同
校
同
窓
会
事
務
局
長
の
岡
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恒
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さ
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（
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漢
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。
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、
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に
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た
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会
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、
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、
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よ
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と
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、
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、
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に
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し
た
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気
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の
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換
え

て
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越
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た
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商

工
会
議
所
の
前
身
）
の
数
十
名
の
出

迎
え
を
受
け
、
喜
多
院
に
立
ち
寄
っ

た
あ
と
、
会
議
所
で
昼
食
を
と
っ
て

現在の深谷市血洗島の農家に生まれる。青年期は尊王攘夷
を唱えたが、一橋家に仕え徳川慶喜の弟・昭武に随行して欧
州視察。帰国後、明治政府で財政政策を担当し、実業界に転
身。論語をもとに「道徳経済合一説」を説き、第一国立銀行の
創立をはじめ生涯500社にのぼる企業にかかわり、教育、社
会事業、民間外交などにも尽力した。

（写真は国会図書館デジタルコレクションより）

1894（明治27）年 前年の川越大火の義援金を寄付、再建され
 た時の鐘の銘文に名を刻まれる
1910（明治43）年 川越中学で開かれた入間学友会大会で講演
1911（明治44）年 喜多院「星岳保勝会」発会式で講演
1913（大正2）年 飯能方面視察の帰路、川越に立ち寄り講話
1915（大正4）年 喜多院で徳川三百年祭。「電気館」で講演
1919（大正8）年 川越会館で青年団に招かれ講演
1921（大正10）年 川越会館で商業会議所などに招かれ講演
1924（大正13）年 川中剣道部が県下中学校剣道大会で連続優
 勝、渋沢から優勝杯を受領
 川中創立25周年行事の記念品として揮ご
 うの扇を複製し配布

渋沢栄一（1840-1931）

「川越と渋沢栄一」年表

日
本
経
済
の
発
展
に
大
き
な
貢
献
を
し
た
県
内
出
身
の
実
業
家
、
渋
沢
栄
一
が

２
０
２
１
年
度
に
発
行
予
定
の
新
一
万
円
札
の
肖
像
に
決
ま
り
、
大
き
な
話
題

と
な
っ
た
。
銀
行
や
商
工
会
議
所
の
創
立
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
渋
沢
は
、
県

内
初
の
銀
行
と
商
工
会
議
所
の
前
身
が
設
立
さ
れ
た
川
越
を
何
度
も
訪
れ
て
い

る
。
明
治
・
大
正
期
の
川
越
は
、
県
内
第
一
の
商
業
都
市
だ
っ
た
。
当
時
の
活

況
ぶ
り
と
と
も
に
、
川
越
に
残
る
渋
沢
栄
一
の
足
跡
を
た
ど
っ
た
。

　
新
一
万
円
札
の
顔
と
な
る
渋
沢
栄
一

だ
が
、
な
ん
と
「
時
の
鐘
」
と
コ
ラ
ボ

し
た
コ
イ
ン
が
存
在
す
る
。
２
０
１
４

（
平
成
26
）
年
度
に
地
方
自
治
法
施
行

60
周
年
を
記
念
し
て
発
行
さ
れ
た
千
円

銀
貨
だ
。
都
道
府
県
ご
と
に
異
な
る
デ

ザ
イ
ン
で
、
埼
玉
県
は
そ
の
名
も
「
渋

沢
栄
一
と
時
の
鐘
」。
県
を
代
表
す
る

偉
人
と
風
景
だ
が
、
な
ん
と
も
不
思
議

な
縁
を
感
じ
る
。

2014 年度発行の記念銀貨

川越高校図書館に保管されている渋沢栄一直筆の扇面

川越商業会議所の事務所があった「川越会館」（旧市民会館敷地）。左側の
松の木は今もある。

1924年、県下中学校剣道大会で優勝した川中剣道部員らと渋沢栄一
（２列右から３人目）

埼玉の生んだ偉人

渋沢栄一と川越
川高に残る直筆の扇／商工会議所とも交流

創
立
25
周
年
で
配
ら
れ
た
扇
子
を
手
に
す
る
川
高
同
窓

会
の
岡
部
恒
雄
さ
ん（
左
）と
栗
原
由
郎
さ
ん

財
務
省
が
発
表
し
た
新
一
万
円
札
の
図
案

え
っ
！
時
の
鐘
と
渋
沢
栄
一
が
コ
イ
ン
に
？

【
参
考
文
献
】
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
（
渋
沢
青
淵

記
念
財
団
竜
門
社
編
）、
川
越
高
校
70
周
年
記
念

誌
、
入
間
学
友
会
報
、
川
越
市
史
、
川
越
商
工

会
議
所
一
〇
〇
周
年
記
念
誌
ほ
か
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KOEDO E-PRO
川 越 も の づ く り ブ ラ ン ド

川越市と当所では、2013年から「川越ものづくりブランド ＫＯＥＤＯ Ｅ－ＰＲＯ（コエ
ド イー プロ）」認定制度を設けています。市内の中小企業が開発した優れた工業製品・技
術を認定し、市内外に広く情報発信することで、市内企業の工業振興を図ることが目的で
す。今年も７年目の募集が開始されました。

■応募資格者
市税に滞納がない次のいずれかに該当する中小企業者（中
小企業者が主たる構成者となって活動している協同組合な
どの団体、任意のグループを含む。）であって、申請の際に
市内で１年以上継続して事業を営むもの
１）市内に本社または事業所を有する中小企業者
２）市内に開発部門または製造部門の事業所があり、当該

事業所で対象となる工業製品・技術を開発し、または
製造している中小企業者

■申請対象となる工業製品・技術
１）市内で製造し、または開発した工業製品・技術
２）認定の申請時においてすでに市場に投入された工業製

品または、すでに実用化された工業技術（設計・企画
段階のものや、物産品・工芸品などは対象外となります）

　［ア］新規性・独創性　［イ］技術力　［ウ］将来性・市場性

■スケジュール
　〇応募締め切り…２０１９年 ９月１３日（金）まで
　〇プレゼンテーション…２０１９年１０月 ９日（水）

　創業から約40年間、海外製の高級オーディオ製品などのメンテナンスを請け
負ってきた有限会社テクニカルブレーン。機器のトラブルに表面的に対処するの
ではなく、根本的な原因を探し出し、解決してきた。蓄積してきた技術とノウハ
ウを元に、オーディオ用トランジスターアンプで必要悪とされてきたエミッタ抵
抗をなくした製品を約15年前に開発。修理業務の傍ら、同技術を採用したさまざ
まなタイプのアンプを製造・販売してきた。
　それらの製品は国内外の音響機器専門誌が主催するコンテストなどで高い評価
を受けてきた。ＫＯＥＤＯ Ｅ－ＰＲＯについて代表取締役の黒澤直登氏（71）は「表
彰式にいらっしゃった方がショールームに来店されたりと、川越市内で当社のこ
とを知る方が増えてきたようです。行政とのつながりもでき、昨年は『埼玉県も
のづくり技術・製品開発支援事業費補助金』の交付を受け、半導体部品選別シス
テムを開発することができました」などと笑顔で話していた。

■認定・表彰
認定された製品・技術については、2019年11月23日（土）・
24日（日）に開催される「令和元年度かわごえ産業フェス
タ」の開会式において認定・表彰します。

■賞金及び記念品
　〇川越ものづくりブランド「ＫＯＥＤＯ Ｅ－ＰＲＯ」
　　大　賞…１点（賞金３０万円）
　　奨励賞…２点（賞金各１０万円）

■認定を受けるメリット
〇公的機関である市と当所が認定したという「お墨付き」

を得られます。
〇認定製品・技術の証である認定マークを、認定された

年度を含め３年間使用することができます。
〇「川越ものづくりブランドＫＯＥＤＯ Ｅ－ＰＲＯ認定製

品・技術ＰＲ支援補助金制度（１件につき上限２０万円・
補助率３分の２）」の交付対象となることができます。

〇かわごえ産業フェスタの「川越ものづくりブランドＫ
ＯＥＤＯ Ｅ－ＰＲＯ認定製品紹介コーナー」に出展で
きます。

有限会社テクニカルブレーン

川 越 も の づ く り ブ ラ ン ド

奨励賞
受賞認定品

住　　所　川越市笠幡215-2
Ｔ Ｅ Ｌ　049-234-1109
ホームページ　http://www.technicalbrain.co.jp
従業員数　５人
事業内容　音響機器の修理、開発・製造・販売、

ショールームを併設した喫茶店
「Canaan Caffe Shop」の営業。

Canaan Caffe Shop
営業時間　11:00～18:00 （月、火曜日休業）
Ｔ Ｅ Ｌ　049-234-5515

ＫＯＥＤＯＥ－ＰＲＯに認定されてからの変化

応募要領

奨励賞
KOEDO E-PRO

■ 世界で唯一の技術を用いた画期的なオーディオアンプ

■ 完全DC フォノイコライザー内蔵コントロールアンプ

2017（平成29）年度

2018（平成30）年度 ア
ン
プ
に
手
を
添
え
る
黒
澤
氏

※認定有識者会議でプレゼンテーションを行います。
※有識者・学識経験者などが審査。審査手数料は無料。

２年連続で奨励賞を受賞した企業に聞きました。
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７　

月

日
曜

予
定
事
業･

開
催
場
所

11
木
日
本
政
策
金
融
公
庫 

1
日
相
談
会（
会
議
所
）

製
造
業
向
け
Ｉ
ｏ
Ｔ
導
入
支
援
セ
ミ
ナ
ー

�

（
会
議
所
）

13
土
販
売
士
検
定
（
尚
美
）

17
水
消
費
税
個
別
相
談
会
（
会
議
所
）

18
木
建
設
業
向
け
「
消
費
税
増
税
・
軽
減

税
率
」
対
策
セ
ミ
ナ
ー
（
会
議
所
）

川
越
き
も
の
の
日
（
28
日
）

21
日
ｅ
ｃ
ｏ
検
定
試
験
（
市
内
）

27
土
第
38
回
川
越
百
万
灯
夏
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　

�

（
～
28
日
：
市
内
）

８　

月

日
曜

予
定
事
業･

開
催
場
所

3
土
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

8
木
川
越
き
も
の
の
日
（
18
日
、
28
日
）

17
土
小
江
戸
川
越
花
火
大
会

27
火
青
年
部
交
流
会
（
ラ
・
ボ
ア
・
ラ
ク
テ
）

７
月･

８
月
の
予
定

予定

【
日
時
】

　

７
月
18
日
（
木
）

　

14
時
～
15
時
30
分

※�

建
設
業
の
方
向
け
の
内
容
に
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

【
会
場
】　
川
越
商
工
会
議
所

【
講
師
】　
初
山　

幸
輔
氏

�

（
初
山
税
理
士
事
務
所　

所
長
）

【
内
容
】

・�

消
費
税
率
引
き
上
げ
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル

・�
建
設
関
連
業
者
に
も
影
響
が
あ

る
消
費
税
増
税

・�

請
負
工
事
な
ど
に
か
か
る
経
過

措
置
適
用
を
受
け
る
工
事
、
受

け
な
い
工
事

・�

工
事
な
ど
の
請
負
、
契
約
書
面

な
ど
の
留
意
点　

ほ
か

【
参
加
費
】　
無
料

【
定
員
】　　
30
名

【
申
し
込
み
方
法
】

　

当
所
経
営
支
援
グ
ル
ー
プ
ま
で

【
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
】

　

経
営
支
援
グ
ル
ー
プ

　
　

☎
（
２
２
９
）
１
８
５
０

建
設
業
向
け「
消
費
税
増
税・

軽
減
税
率
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
す
！

消
費
税
増
税
の
準
備
、

�

す
す
め
て
い
ま
す
か
？

：総務企画グループ 049（229）1810
　（労働保険事務組合） 049（229）1870

総

：経営支援グループ 049（229）1850経 ：地域振興グループ 049（229）1860地

：会員サービスグループ 049（229）1820
　（共　　　　済） 049（229）1830
　（検定センター） 049（229）1840

会
お問い合わせ先

川越商工
会 議 所 事業案内･報告

訂正と
おわび

　６月10日発行の本誌の記事に誤記がございましたので、下記のように訂正いたします。
【訂正箇所】
　Ｐ．２　特集　障害者就労・特別支援学校の進路指導　雇用企業への助成金制度　３行目
　　誤）卒業後に雇用した場合、以下のような助成が受けられる。
　　正）卒業後に雇用した場合、以下のような助成が受けられる場合がある。
　関係者の皆さまにご迷惑をおかけしましたことをおわび申し上げます。

　最近「川越商工会議所の会費に不足がある（あるいは未納がある）ため、集金に伺いたい」
といった内容の電話が相次いでいます。
　また、川越商工会議所を装い、会費集金を口実に実際に事業所へ訪問するケースも発生しています。
　当所では、外部に委託して会費の集金業務を行うことはございませんので、ご注意ください。
　なお、当所の職員が事業所を訪問する場合や会費の集金を行う場合、必ず顔写真入りの職員証と名刺を
携帯しておりますので、ご確認ください。
　怪しい電話が掛かってきた場合には、当所までご連絡いただくとともに、110番通報をお願いいたします。

川越商工会議所　総務企画部　☎ 049（229）1810

川越商工会議所を装った詐欺電話・事業所訪問にご注意ください注意喚起
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ま
す
。
総
合
戦
略

の
中
の
取
り
組
み

と
し
て
、
本
格
稼

働
し
た
「
Ｄ
Ｍ
Ｏ

川
越
」
の
取
り
組

み
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
当
所
と
し
て
は
、
日
本

商
工
会
議
所
と
も
連
携
し
、
民
間
が
主
導
す
る

ま
ち
づ
く
り
の
成
功
事
例
な
ど
具
体
的
な
手
法

を
検
討
し
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
活
動
に
協
力
し
て
い
き

ま
す
。

　

盛
り
上
が
り
を
み
せ
る
東
京
２
０
２
０
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
は
、
開
催

ま
で
４
０
０
日
を
切
り
ま
し
た
。
８
月
３
日
に

は
、
恒
例
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
年
度
は
地
元
商
店
街

に
５
０
０
枚
を
超
え
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
フ
ラ
ッ

グ
を
掲
出
す
る
予
定
で
す
。今
後
、オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
の
経
済
効
果
、
レ
ガ
シ
ー
創
出
の
取
り

組
み
を
加
速
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
元
号
「
令
和
」
の
時
代
が
ス
タ
ー
ト
し
、

商
工
会
議
所
も
新
時
代
に
即
し
た
活
動
を
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
持
続
可
能

な
会
議
所
活
動
の
進
展
を
図
る
た
め
、
変
革
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

１
．
政
策
提
言
活
動

・
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
、
中

小
企
業
対
策
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
、
鉄
道
網

の
整
備
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
な
ど
の
政
策

課
題
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
に
対
し
て
提
言

を
行
っ
た
。

２
０
１
８
年
度

事
業
報
告（
要
旨
）

　
２
０
１
８
年
度
の
事
業
報
告
・
収
支
決
算
な
ど
を
議
決
す
る
通
常
議
員
総
会
を
、

６
月
27
日
、
氷
川
会
館
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
役
員
・
議
員
95
名
（
委
任
状
出

席
含
む
）
の
出
席
が
あ
り
、
全
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

多くの役員・議員の皆さまにご出席いただきました

冒頭であいさつ
する立原会頭

第
１
号
議
案

　

２
０
１
８
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

第
２
号
議
案

　

２
０
１
８
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
収
支
決

算
（
貸
借
対
照
表
・
財
産
目
録
）
承
認
の
件

第
３
号
議
案

　

２
０
１
８
年
度
剰
余
金
処
分（
案
）承
認
の
件

第
４
号
議
案

　

議
員
改
選
に
伴
う
選
挙
管
理
委
員
推
薦
の
件

第
５
号
議
案

　

会
員
会
費
改
定
の
件

第
６
号
議
案

　

定
款
変
更
の
件

２
０
１
９
年
度　

通
常
議
員
総
会

　

～
２
０
１
８
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
を
承
認
～

報告

　

立
原
会
頭
は
総
会
の
冒
頭
、
以
下
の
要
旨
の

あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
わ
が
国
の
経
済
の
重
要
課
題
は
、
人

手
不
足
と
そ
れ
に
伴
う
経
営
の
持
続
性
確
保
で

す
。
女
性
・
高
齢
者
・
外
国
人
と
い
っ
た
多
様

な
人
材
の
活
用
や
、
働
き
方
改
革
、
そ
し
て
、

Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
中
小
企
業
に
お
い
て
も
、「
身
の
丈

Ｉ
ｏ
Ｔ
」
に
よ
る
業
務
改
善
や
、
熟
練
技
能
な

ど
を
Ｉ
Ｔ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
な
ど
に
代
替
す
る

取
り
組
み
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

当
所
で
も
、
６
月
14
日
～
23
日
ま
で
米
国
、

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
経
済
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
派
遣

し
、
世
界
の
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
の
集
積
地
で
生
の

情
報
収
集
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
内
容
に
つ
い

て
少
し
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、

①�

現
地
講
師
に
よ
る
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー

やam
azon go

の
無
人
店
舗
、
無
人
コ
ー

ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
の
現
地
視
察

②�

日
系
企
業
（
富
士
フ
ィ
ル
ム
）
訪
問
に
よ
る

日
本
企
業
の
活
動
状
況

③�

テ
ス
ラ
で
の
実
車
体
験

な
ど
、
最
先
端
技
術
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

参
加
者
全
員
が
良
い
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

　
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

に
つ
い
て
は
４
年
が
経
過
し
、
最
終
年
を
迎
え
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２
０
１
８
年
度
に
実
施
し
た
会
員
増
強
運
動

で
、
多
数
の
新
会
員
を
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
19

事
業
所
と
青
年
部
、
女
性
会
に
対
し
、
通
常
議

員
総
会
の
席
上
に

お
い
て
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
引
き

続
き
、
会
員
増
強

運
動
を
積
極
的
に

展
開
い
た
し
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ま
の

お
知
り
合
い
で
当

所
に
ご
入
会
い
た

だ
い
て
い
な
い
方
が

い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ

ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

会
員
増
強
運
動
へ
の
協
力
に
対
し

感
謝
状
を
贈
呈

２
．
ま
ち
づ
く
り
・
産
業
振
興
の
推
進

・
地
域
資
源
を
活
用
し
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
育

成
・
強
化
、
観
光
振
興
、
農
商
工
連
携
な
ど

を
通
じ
、
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組

み
を
支
援
し
た
。

・（
一
社
）
Ｄ
Ｍ
Ｏ
川
越
の
支
援
を
通
じ
て
、

観
光
資
源
を
観
光
産
業
・
地
域
振
興
に
生
か

す
た
め
の
基
礎
調
査
を
実
現
し
た
。

３
．
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充

・「
会
員
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
各
種
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
た
。

・「
新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
、
各

種
事
業
・
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
、
実
際
の
活
用
事

例
を
会
員
の
生
の
声
と
し
て
お
知
ら
せ
し
た
。

４
．
経
営
支
援
の
強
化

・
起
業
を
促
す
創
業
支
援
、
補
助
金
申
請
支

援
、
経
営
・
税
務
・
労
務
な
ど
の
専
門
家
と

連
携
し
た
相
談
窓
口
の
設
置
な
ど
、
企
業
発

展
・
問
題
解
決
の
た
め
の
幅
広
い
経
営
支
援

を
行
っ
た
。

５
．
工
業
振
興
と
産
学
官
連
携
の
強
化

・
川
越
市
と
の
共
催
に
よ
る
、
川
越
も
の
づ
く

り
ブ
ラ
ン
ド
「
Ｋ
Ｏ
Ｅ
Ｄ
Ｏ 

Ｅ

－

Ｐ
Ｒ
Ｏ
」

事
業
を
継
続
し
て
実
施
、
市
内
で
生
産
さ
れ

た
優
れ
た
工
業
製
品
・
技
術
を
認
定
し
、
市

内
外
に
情
報
発
信
す
る
こ
と
で
販
路
開
拓
・

拡
大
を
図
る
取
り
組
み
を
行
っ
た
。

・
中
堅
人
材
の
育
成
に
取
り
組
む
「
川
越
地
域

中
核
人
材
育
成
推
進
協
議
会
」
の
事
業
に
対

し
て
は
、
工
業
部
会
を
中
心
に
積
極
的
な
支

援
を
行
い
、
会
員
同
士
の
交
流
を
図
っ
た
。

６
．
組
織
基
盤
の
強
化

・
商
工
業
者
数
の
減
少
傾
向
が
続
く
中
、
役
職

員
一
丸
と
な
っ
て
会
員
増
強
の
取
り
組
み
を

行
っ
た
。

・
収
益
事
業
と
し
て
は
、各
種
検
定
事
業
の
受
験

者
増
加
の
取

り
組
み
や
、

補
償
保
険
共

済
の
推
進
に

つ
い
て
継
続

的
に
取
り
組

む
。

新入会員オリエンテーションの様子

支　出　の　部 収　入　の　部
科目　項目 本年度

予算額
本年度
決算額

対比増減
（△） 科目　項目 本年度

予算額
本年度
決算額

対比増減
（△）

事 業 費 241,593 235,626 △ 5,967 会 費 90,071 87,504 △ 2,567

給 与 費 140,327 146,605 6,278 交 付 金 87,150 88,012 862

福利厚生費 25,199 23,578 △ 1,621 事 業 収 入 241,049 249,589 8,540

その他経費 48,716 45,416 △ 3,300 賛 助 金 24,116 25,745 1,629

積立金繰入額 4,610 13,000 8,390 その他収入 13,059 14,204 1,145

予 備 費 5,000 0 △ 5,000 積立金取崩額等 0 0 0

小　　計 465,445 464,225 △ 1,220 小　　計 455,445 465,054 9,609

繰 出 金 28,265 32,610 4,345 繰 入 金 28,265 32,610 4,345

収支剰余金 0 17,906 17,906 前期繰越金 10,000 17,077 7,077

合　　計 493,710 514,741 21,031 合　　計 493,710 514,741 21,031

２ ０ １ ８ 年 度  収 支 決 算 合 計 表
自：2018年4月1日～至：2019年3月31日 （単位：千円）

表彰状・感謝状を受賞された会員企業の方々

　

当
所
常
議
員
の
ヤ
マ
ダ
産
業（
株
） 

会
長 

阿

部
好
弘
氏
が
、
商
工
会
議
所
活
動
へ
の
積
極
的

な
参
画
と
実
績
に
よ
り
贈
ら
れ
る
関
東
経
済
産

業
局
長
賞
を
受
賞
し
、
通
常
議
員
総
会
の
席
上

に
お
い
て
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ヤ
マ
ダ
産
業
㈱　

会
長　

阿
部 

好
弘
氏

経
済
産
業
省

�

関
東
経
済
産
業
局
長
賞
を
受
賞

　

当
所
常
議
員
の
栗
原
商
店 

栗
原
裕
子
氏
が
、

地
域
活
性
化
、
会
議
所
の
知
名
度
向
上
な
ど
顕

著
な
貢
献
を
し
て
い
る
会
員
に
贈
ら
れ
る
関
東

商
工
会
議
所
連
合
会
ベ
ス
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

栗
原
商
店　

栗
原 

裕
子
氏

関
東
商
工
会
議
所
連
合
会

�

ベ
ス
ト
・
ア
ク
シ
ョン
表
彰
を
受
賞

7

特
集
：
渋
沢
栄
一
と
川
越

特
集
：
Ｋ
Ｏ
Ｅ
Ｄ
Ｏ 

Ｅ

－

Ｐ
Ｒ
Ｏ
応
募
要
領

行
事
予
定
／
事
業
案
内
・
事
業
報
告

経
営
発
達
支
援
計
画
事
業
実
施
報
告

か
わ
ご
え
イ
ン
フ
ォ
／
グ
ー
テ
ン･

タ
ー
ク

か
が
や
き
び
と
／
今
月
の
す
ま
い
る



　

今
年
も
昨
年
以
上
に
趣
向
が
凝
ら
さ
れ
、
参
加
団
体
そ
れ
ぞ
れ
の
意
気

込
み
も
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
、
盛

夏
の
真
っ
た
だ
中
の
イ
ベ
ン
ト
を
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
！

川
越
百
万
灯
夏
ま
つ
り

第
38
回

案内

27
日（
土
） 

14
時
00
分
～
21
時
00
分

28
日（
日
） 

14
時
00
分
～
20
時
00
分

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

市
街
地
交
通
規
制
（
予
定
）

７
月
27
日
（
土
）
の
イ
ベ
ン
ト

14
時
10
分
パ
レ
ー
ド
参
加
団
体
演
奏
演
技

本
川
越
駅
前
交
差
点

15
時
00
分
開
会
式
典

本
川
越
駅
前
特
設
ス
テ
ー
ジ

15
時
15
分
パ
レ
ー
ド
ス
タ
ー
ト

本
川
越
駅
→
一
番
街
方
面

15
時
50
分

Ｏ
お
 
ど
 
り
 
ゃ
 
ん
 
せ

Ｈ
！
通
り
ゃ
ん
せ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｅ

本
川
越
駅
前
ほ
か

17
時
00
分
み
こ
し
ス
タ
ー
ト

連
雀
町
→
会
議
所
→
仲
町
→

連
雀
町
周
回

18
時
10
分
「
２
０
２
０
人
で
踊
ろ
う
！

�

東
京
五
輪
音
頭

－

２
０
２
０

－

」

※�

１
年
後
に
迫
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
初
開
催
！

　

２
０
０
０
人
規
模
で
行
わ
れ
る
迫
力
の
あ
る
踊
り
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
! !

７
月
28
日
（
日
）
の
イ
ベ
ン
ト

12
時
00
分
に
ぎ
わ
い
広
場

一
番
街
周
辺

14
時
00
分
尚
美
学
園
大
学
に
よ
る
演
奏
演
技
ほ
か

本
川
越
駅
前
特
設
ス
テ
ー
ジ

14
時
10
分
川
越
市
吹
奏
楽
団
に
よ
る
演
奏
演
技
ほ
か

連
雀
町
交
差
点

15
時
30
分
川
越
藩
ゆ
か
り
の
時
代
行
列

本
川
越
駅
→
一
番
街
方
面

７
月
27
日
（
土
）・
28
日
（
日
）
共
通
イ
ベ
ン
ト

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ　
　

豪
華
賞
品
が
当
た
り
ま
す

単
位
商
店
街
イ
ベ
ン
ト　
　

商
店
街
が
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

７
月
25
日
（
木
）
～ 

７
月
28
日
（
日
）

　

※
25
日
（
木
）・
26
日
（
金
）
は
提
灯
の
飾
り
つ
け
の
み

誌
上
残
暑
見
舞

掲
載
の
ご
案
内

　

今
年
も
会
報
「
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ

Ｃ
」
８
月
号
に
お
い
て
「
誌
上
残

暑
見
舞
」を
企
画
い
た
し
ま
し
た
。

夏
季
時
候
の
ご
あ
い
さ
つ
に
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
掲

載
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

・
掲
載
サ
イ
ズ

�

縦
25
㎜
×
横
85
㎜

・
掲
載
料　
　

１
万
円
（
税
込
）

・
申
込
締
切　

７
月
19
日
（
金
）

・
お
申
し
込
み
先

　

総
務
企
画
グ
ル
ー
プ

　
　

☎
（
２
２
９
）
１
８
１
０

案内

　

か
わ
ご
え
産
業
フ
ェ
ス
タ
は
、

市
内
の
産
業
が
一
堂
に
集
い
、
各

団
体
の
活
動
成
果
や
魅
力
を
紹
介

す
る
祭
典
で
す
。現
在
、出
展
事
業

所
を
募
集
中
で
す
。
皆
さ
ま
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

出
展
概
要
（
抜
粋
）

会　

場
…
ウ
ェ
ス
タ
川
越

会　

期
…
11
月
23
日
（
土
）
～

　
　
　
　
　
　

24
日
（
日
）

時　

間
…
９
時
30
分
～
16
時

　

※
荒
天
の
場
合
変
更
あ
り

対�　

象
…
市
内
事
業
所
・
団
体
・

学
校
な
ど
（
応
募
者
多
数
の
際

は
抽
選
）

出�

展
料
…

　

屋　
　

外
：
１
万
５
千
円
～

　

屋
内
１
階
：
５
千
円
ま
た
は

　
　
　
　
　
　

１
万
５
千
円

　

屋
内
２
階
：
５
千
円

　

※�

出
展
内
容
に
よ
っ
て
は
追
加

経
費
あ
り
。

申
込
期
限
…
７
月
31
日
（
水
）

　

そ
の
ほ
か
、
詳
し
い
内
容
・
お

申
し
込
み
に
関
し
て
は
、

当
所
地
域
振
興
グ
ル
ー
プ

　

☎
（
２
２
９
）
１
８
６
０

ま
た
は

川
越
市
産
業
振
興
課

　

☎
（
２
２
４
）
５
９
３
４

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�
当
所
で
の
お
申
し
込
み
は
会
員

事
業
所
の
み
と
な
り
ま
す
。

か
わ
ご
え
産
業
フ
ェ
ス
タ

開
催
決
定

出
展
事
業
所
募
集
中
！

案内
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６
月
12
日
、
女
性
会
は
茶
道
講

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
が
初
の
試
み
と
な
る
茶
道

講
習
会
は
、
当
所
女
性
会
の
役
員

で
も
あ
る
、裏
千
家
茶
道
教
室 

無

相
庵
の
寺
嶋
美
知
子
先
生
を
講
師

に
招
い
て
開
催
。

　

は
じ
め
に
、
全
員
で
お
い
し
い

お
茶
菓
子
を
い
た
だ
い
た
後
、
先

生
か
ら
参
加
者
一
人
ひ
と
り
に
味

わ
い
深
い
お
抹
茶
が
振
る
舞
わ
れ

ま
し
た
。

　

参
加
者
同
士
の
自
由
で
楽
し
い

交
流
を
第
一
に
、
礼
儀
作
法
に
は

こ
だ
わ
り
過
ぎ
ず
、
終
始
和
や
か

で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
雰
囲
気
の
中
で

会
は
進
行
し
ま
し
た
。

　

先
生
の
語
る
さ
ま
ざ
ま
な
う
ん

ち
く
も
、
お
茶
の
味
わ
い
を
一

層
引
き
立

て
、
参
加

者
一
同
、

豊
か
で
充

実
し
た
ひ

と
と
き
を

過
ご
し
ま

し
た
。

　
「
ま
ち
ゼ
ミ
」
は
、
お
店
の
人

が
講
師
と
な
り
、
各
商
店
の
専
門

知
識
や
情
報
、
コ
ツ
を
無
料
で
教

え
る
少
人
数
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
す
。

　

こ
の
た
び
、第
11
回
川
越
ま
ち
ゼ

ミ
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
皆
さ
ま

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
催
期
間
…
８
月
１
日
（
木
）
～

　
　
　
　
　

９
月
10
日
（
火
）

会　
　

場
…
市
内
店
舗
な
ど

受
講
料
…�

無
料
（
講
座
に
よ
り
材
料

費
が
掛
か
る
場
合
あ
り
）

申
込
開
始
日
…
７
月
19
日
（
金
）
～

ゼ
ミ
の
一
例
…

・
す
っ
ぴ
ん
素
肌
美
人
に
な
れ
る
、
美
白
術

・
親
子
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
花
火
大
会

・
夏
だ
！
暑
い
ぜ
！
炎
の
ガ
ラ
ス
体
験

【
お
問
い
合
わ
せ
】

経
営
支
援
グ
ル
ー
プ

　

☎
（
２
２
９
）
１
８
５
０

第
11
回
川
越
ま
ち
ゼ
ミ

開
催
！

まちゼミの開催風景

広告募集中

※記載されている料金は１回掲載あたりの料金（税抜）です

川越商工会議所会報
毎月 10 日発行

「CLASSIC」は、約 5,000 社の経営者の手元に
直接届く経営情報誌です。

カ　ラ　ー
・

掲 載 箇 所
モノクロ

・
誌 面 下

カ ラ ー
・

誌 面 下
カ ラ ー

・
裏 表 紙

サ　イ　ズ
（縦×横）㎜ 48 × 180 48 × 180 297 × 197

１ 回 掲 載 24,000 円 38,000 円 114,000 円
年６回掲載 21,600 円 34,200 円 102,600 円
年12回掲載 19,200 円 30,400 円 91,200 円

　

６
月
11
日
、
川
越
市
立
中
央
小

学
校
に
て
、
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
を
テ
ー
マ
と
し
た
青
年
部

交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
県
内
唯
一
の
車
い

す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

「
埼
玉
ラ
イ
オ
ン
ズ
」
の
森
田
俊

光
氏
を
お
招
き
し
、
車
い
す
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
魅
力
や
通
常
の

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
の
ル
ー

ル
と
の
違
い
な
ど
に
つ
い
て
お
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
後
に

は
、車
い
す
の
扱
い
方
を
学
び
、８

つ
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
試
合
形

式
で
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

を
体
験
し
ま
し
た
。
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
体
験
を
通
し
て
、
障
が
い

者
の
社
会
参
加
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

会
場
を
湯
遊
ラ
ン
ド
に
移
動
し

て
行
わ
れ

た
懇
親
会

で
は
、
体

験
を
振
り

返
り
な
が

ら
会
員
相

互
の
交
流

を
図
り
ま

し
た
。

青年部青年部
第
59
回
交
流
会
開
催

～
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
を
体
験
!!
～白熱する車いすバスケットボール

　

全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
、

▲
17
・
１
（
前
月
比
▲
０
・
４
ポ
イ

ン
ト
）と
、10
連
休
と
な
っ
た
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
好
調
な
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
含
む
観
光
需
要
が
全

体
を
牽
引
し
た
ほ
か
、
堅
調
な
改

元
商
戦
の
恩
恵
に
よ
り
、
宿
泊
・

飲
食
業
や
観
光
関
連
業
を
中
心
と

す
る
サ
ー
ビ
ス
業
、
小
売
業
の
業

況
感
が
改
善
し
た
。
他
方
、
半
導

体
や
産
業
用
機
械
、
自
動
車
関
連

の
不
振
が
続
い
て
い
る
ほ
か
、
10

連
休
に
よ
り
営
業
日
が
減
少
し
た

建
設
業
の
売
上
が
悪
化
し
た
。
深

刻
な
人
手
不
足
の
影
響
拡
大
や
根

強
い
消
費
者
の
節
約
志
向
、
原
材

料
費
の
高
止
ま
り
が
依
然
と
し
て

中
小
企
業
の
足
か
せ
と
な
っ
て
お

り
、
業
況
改
善
に
向
け
た
動
き
は

力
強
さ
を
欠
く
。

　

先
行
き
見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
、▲
19
・

６
（
今
月
比
▲
２
・
５
ポ
イ
ン
ト
）

と
、
個
人
消
費
の
拡
大
や
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
を
含
む
観
光
需
要
拡
大
へ

の
期
待
感
が
う
か
が
え
る
。他
方
、

人
手
不
足
の
影
響
の
深
刻
化
や
、

原
油
価
格
を
含
む
原
材
料
費
の
上

昇
、
コ
ス
ト
増
加
分
の
価
格
転
嫁

の
遅
れ
、
貿
易
摩
擦
の
激
化
、
世

界
経
済
の
動
向
、
消
費
増
税
の
影

響
な
ど
不
透
明
感
が
増
す
中
、
中

小
企
業
に
お
い
て
は
、
先
行
き
へ

の
慎
重
な
見
方
が
続
く
。

業
況
Ｄ
Ｉ
は
、横
ば
い
続
く

先
行
き
は
、不
透
明
感
強
く
、

慎
重
な
見
方
変
わ
ら
ず

Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
商
工
会
議
所
早
期
景
気
観
測

茶
道
講
習
会
を
開
催

案内
～
お
店
の
人
が
教
え
て
く
れ
る
！

�

得
す
る
街
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
～

講師の寺嶋先生（中央右）と受講者の皆さん

9

特
集
：
渋
沢
栄
一
と
川
越

特
集
：
Ｋ
Ｏ
Ｅ
Ｄ
Ｏ 

Ｅ

－

Ｐ
Ｒ
Ｏ
応
募
要
領

行
事
予
定
／
事
業
案
内
・
事
業
報
告

経
営
発
達
支
援
計
画
事
業
実
施
報
告

か
わ
ご
え
イ
ン
フ
ォ
／
グ
ー
テ
ン･

タ
ー
ク

か
が
や
き
び
と
／
今
月
の
す
ま
い
る



　

市
内
全
域
の
小
規
模
事
業
者
に

対
し
て
、
財
務
環
境
お
よ
び
経
営

環
境
の
分
析
を
行
い
ま
し
た
。
今

回
は
、
各
種
補
助
金
申
請
支
援
や

経
営
革
新
計
画
策
定
支
援
、
マ
ル

経
融
資
推
薦
の
際
に
分
析
し
た
件

数
を
実
績
と
し
て
計
上
し
ま
し

た
。
平
成
30
年
度
は
１
事
業
所
に

複
数
回
訪
問
し
、
そ
の
都
度
経
営

状
況
を
調
査
す
る
な
ど
、
伴
走
型

支
援
の
要
素
を
数
多
く
取
り
入
れ

ま
し
た
。

ま
し
た
。
な
お
、
件
数
は
①
各
種

補
助
金
、
経
営
革
新
計
画
支
援
件

数
、
②
創
業
支
援
件
数
、
③
マ
ル

経
融
資
推
薦
支
援
件
数
と
一
致
さ

せ
ま
し
た
。

　

以
上
の
評
価
か
ら
、
当
初
の
計

画
で
あ
っ
た
、
小
規
模
事
業
者
の
グ

ル
ー
プ
分
け
（
課
題
解
決
に
対
す

る
意
欲
の
有
無
な
ど
）
か
ら
、
今

後
は
「
創
業
期
、成
長
期
、成
熟
期
」

と
い
っ
た
小
規
模
事
業
者
の
現
状
に

応
じ
た
支
援
が
よ
り
効
果
的
と
判

断
し
、
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

画
の
進
捗
を
確
認
し
、
１
事
業
所

あ
た
り
平
均
2
回
の
訪
問
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
数
値
は
目
標
値

（
4
回
）
の
半
分
程
度
で
あ
り
、

ま
だ
ま
だ
不
足
し
て
い
る
状
況
で

す
。
か
つ
、
訪
問
時
の
効
果
的
な

サ
ポ
ー
ト
も
検
証
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
経
営
発
達
支
援
計
画
（
平
成
29
年
3
月
経
済
産
業
省
よ
り
認
定
）
の
も

と
、
小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
発
展
と
活
力
強
化
を
図
る
伴
走
型
支
援
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
平
成
30
年
度
の
実
施
事
業
を
報
告
し
ま
す
。

創業期事業計画発表会

経
営
発
達
支
援
計
画

平
成
30
年
度 

事
業
実
施
報
告

計
画
に
基
づ
き
実
施
し
た
事
業
内
容
（
抜
粋
）

実施項目 目 標 実 績
①小規模事業者との
　コンタクト 150件 1,286件

②財務内容の分析 50件 49件

③経営環境の分析 50件 53件

④グループ分け
　対象事業者数 50件 205件

実施項目 目 標 実 績

①既存事業者向け
　事業計画 15件 53件

②創業期事業者向け
　事業計画 10件 16件

③資金調達のための
　事業計画 20件 49件

実施項目 目 標 実 績

①訪問件数と訪問回数 45件／ 180回 40件／ 80回

②フォローアップ
　セミナー 4回／ 40名 0回／ 0名

③創業期事業計画
　発表会 1回／ 10名 1回／ 70名

※�③は川越市との共催で行った事業とし、その参加者には
一般聴講者も含める

　

昨
今
の
各
種
融
資
や
補
助
金
申

請
時
に
は
、
経
営
計
画
（
事
業
計

画
）
の
策
定
を
求
め
ら
れ
る
ケ
ー

ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
べ
く
、
当
所
で

も
小
規
模
事
業
者
と
と
も
に
、
経

営
分
析
の
結
果
を
ベ
ー
ス
に
経
営

計
画
策
定
を
行
い
ま
し
た
。
同
時

に
、
課
題
の
見
え
る
化
、
今
後
の

方
向
性
な
ど
、
小
規
模
事
業
者
に

気
づ
き
を
与
え
る
機
会
を
創
出
し

事
業
者
を
ど
の
レ
ベ
ル
ま
で

も
っ
て
い
く
の
か
、
着
地
目
標

を
設
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

外
部
評
価
コ
メ
ン
ト
①

小
規
模
事
業
者
の
ニ
ー
ズ
把

握
、
効
果
的
な
支
援
手
法
を
講

じ
て
ほ
し
い
で
す
。

外
部
評
価
コ
メ
ン
ト
②

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
手
段・方
法
を

再
度
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

外
部
評
価
コ
メ
ン
ト
③

　

策
定
し
た
事
業
計
画
は
、
そ
の

進
捗
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
目
標

値
と
の
か
い
離
を
明
確
に
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
当
所
で
は
、
事

業
計
画
策
定
の
支
援
を
し
た
小
規

模
事
業
者
を
複
数
回
訪
問
し
、
計

経
営
状
況
の
分
析

事
業
計
画
策
定
支
援

事
業
計
画
策
定
後
の
支
援

2019. July vol.699 10
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≪昨年
度の評

価と掲
げた改

善策≫

≪評
価≫

潜在的に創業意欲を持つ方は、比較的多いというデータも出ている。

どのレベルの創業と定義するかにもよるが、「手軽に創業」「プチ創

業」のようなトレンドもあるようだ。中身で勝負してもらいたい。

≪改善策≫
目標件数の基準を設ける必要がある。事業計画策定支援をきっかけと

してワンランク上に誘導できているのか検証すべきであり、誘導の手

法についても職員で共有できるものを考えなければならない。また、

経営課題に消極的な事業所に対するアプローチ手法も考える必要があ

る。

≪内部
評価と

評価検
討委員

会の評
価≫

≪内部評価≫

おおむね目標に近い件数の支援ができたのではないか。

≪評価検討委員会評価≫

小規模事業者のニーズとマッチした計画策定ができているのか今一度再考し、さら

に効果的な支援手法を考えてもよい。

≪次年
度目標

と達成
に向け

た改善
策≫

この流れを継続していく。ただし、グループ分けについては「意欲ある・なし」な

どの判断ができかねる場合もあり、小規模事業者の状況（幼年期＝創業期、成長期、

成熟期など）およびニーズにマッチした策定支援を推進していく。
総合評

価：A

：目標を達成することができた（
％以上）

：目標を概ね達成することができた（
～

％）

：目標を半分程度しか達成することができなかった（
～

％）

：目標を達成することができなかった（
％未満）
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≪概 要≫

本報告書は、経営発達支援計画に基づき、川越商工会議所が平成 年度に実施した事

業の実績、評価及び見直し結果等についてまとめたものである。当所のホームページに

掲載し、地域の小規模事業者が閲覧できるようにしている。なお、評価及び見直しにあ

たっては、「川越商工会議所経営発達支援計画評価検討委員会」を組織して、外部有識

者からの公平かつ幅広い意見を取り入れて審議した。

≪川越商工会
議所経営発達

支援計画 評価検討委員
会≫

■目的

経営発達支援計画の年度目標に対する実績報告を受け、目標達成事業の効果、未達

成事業の理由・原因について評価・検証を行い、推進方法等の見直しを審議する。

審議結果を会議所正副会頭会議等へ報告し、次年度以降の事業に反映させていく。

■組織（委員等名簿）

【委員】

役 名
氏 名

所 属 ・ 役 職 等

１ 委 員 岩穴 真明
㈱日本政策金融公庫川越支店 事業統括

２ 委 員 井上 敏之
川越市産業観光部 部長

３ 委 員 野口 洋
埼玉県信用保証協会川越支店 支店長

４ 委 員 小笠原 一夫
ウェスタ川越創業支援ルーム

創業支援責任者 中小企業診断士

５ 委 員 本山 賢太郎
本山法律事務所代表

弁護士・中小企業診断士

【事務局】
氏 名

所 属 ・ 役 職 等

１ 鹿倉 隆
川越商工会議所 事務局長

２ 蓮見 宏
川越商工会議所 中小企業相談所長

■会議開催状況

日時：令和元年 月 日（木） ： ～

場所：川越商工会議所 新館会議室

お
知
ら
せ

プレスリリース作成支援／講習会

ミ
ニ
商
談
会

小
規
模
事
業
者
の
ニ
ー
ズ
に

マ
ッ
チ
し
た
事
業
の
選
択
が
必

要
で
す
。

既
存
事
業
（
川
越
ま
ち
ゼ
ミ
な

ど
）
を
活
用
し
た
需
要
動
向
調

査
を
望
み
ま
す
。
ア
ク
シ
ョ
ン

を
起
こ
し
ま
し
ょ
う
。

実施項目 目 標 実 績

①需要動向調査
　事業者数 55件 0件

②調査ツールの
　紹介 55件 0件

実施項目 目 標 実 績
①プレスリリース作成支援／
　講習会開催 15件／２回 31件／１回

②ミニ商談会　参加者数 70社 66社

　　　　　　商談件数 150件 149件

　　　　　　商談成立数 20件 4件

③販路開拓セミナー 4回 3回

外
部
評
価
コ
メ
ン
ト
⑤

外
部
評
価
コ
メ
ン
ト
④

　

小
規
模
事
業
者
の
需
要
動
向
に

対
す
る
意
識
向
上
を
図
る
た
め
の

支
援
で
あ
る
が
、
計
画
ど
お
り
に

進
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
考
え
方

の
軌
道
修
正
が
必
要
で
す
。

　

評
価
を
踏
ま
え
、
既
存
事
業
を

活
用
し
て
、
関
連
の
あ
る
小
規
模

事
業
者
へ
の
調
査
・
還
元
な
ど
を

実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

小
規
模
事
業
者
の
販
路
開
拓
に

あ
た
り
、
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
セ
ミ

ナ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
販
路

開
拓
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。
た
だ
し
、
当
初
の
計
画
ど
お

り
の
開
催
は
で
き
て
お
り
ま
せ

ん
。

　

評
価
を
踏
ま
え
、
開
催
す
べ
き

事
業
の
選
定
を
推
進
し
、
無
理
な

　

実
施
2
年
目
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
い
ま
だ
手
付
か
ず
状
態
の
事

業
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。
で
き
る
こ

と
と
で
き
な
い
こ
と
の
区
分
を
行

い
、
で
き
な
い
こ
と
の
原
因
、
改

善
策
（
変
更
案
）
を
早
急
に
提
示

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
需

要
動
向
調
査
に
つ
い
て
は
、
外
部

評
価
コ
メ
ン
ト
の
と
お
り
、
既
存

事
業
の
活
用
を
行
い
、
で
き
る
こ

と
か
ら
改
善
を
図
り
ま
す
。

　

無
理
な
く
効
率
的
に
計
画
を
進

め
る
た
め
、
今
一
度
、
原
点
に
振

り
返
っ
て
3
年
目
の
事
業
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

去
る
５
月
16
日
、
外
部
評

価
委
員
を
お
招
き
し
、
平
成

30
年
度
の
実
績
報
告
お
よ
び

評
価
委
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
結
果
を
ま
と
め
た
『
平

成
30
年
度
「
経
営
発
達
支
援

計
画
」
事
業
実
施
報
告
書
』

の
デ
ー
タ
は
、
当
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。

需
要
動
向
調
査

新
た
な
需
要
の
開
拓
に

寄
与
す
る
事
業

ま
と
め

く
効
果
的
な
支
援
が
で
き
る
体
制

を
再
考
し
ま
す
。
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載
社
募集！ ※より多くの会員の皆さまにご利用いただくため、

　１会員１回の掲載とさせていただきます。

川越商工会議所はドイツのオッフェンバッハ商工会議所と友好盟約を締結し、さまざまな分野での交流事業を展開しています。
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・ターク！

utenG ag!TutenG ag!T 活気にあふれる

　

川
越
市
で
は
、
環
境
経
営
へ
の

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
」
は
、

環
境
経
営
の
認
証
・
登
録
制
度
で

あ
り
、
環
境
に
や
さ
し
い
事
業
者

の
「
証
」
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
の
取
り
組
み

は
、
自
社
の
業
務
改
善
や
人
材
育

成
、
社
会
貢
献
に
つ
な
が
る
こ
と

か
ら
「
企
業
価
値
向
上
ツ
ー
ル
」

と
し
て
の
位
置
づ
け
も
担
っ
て
い

ま
す
。

　

川
越
市
で
は
、
10
月
か
ら
、
エ

コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
認
証
取
得
を
支

援
す
る
参
加
費
無
料
の
研
修
会
を

開
催
し
ま
す
。
全
５
回
の
研
修
会

で
は
、
専
門
家
が
認
証
取
得
に
向

け
た
作
業
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　

事
業
者
の
皆
さ
ん
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
、
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21 

の
認
証
取
得
を
目
指
し
ま
せ
ん

か
。

参
加
申
込
：
８
月
23
日（
金
）ま
で

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w

w
.city.kaw

agoe.
saitam

a.jp/

）
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
川
越
市
環
境
政
策
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

☎
（
２
２
４
）
５
８
６
６

事
業
者
の
皆
さ
ん
の
環
境
経
営

へ
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す

川
越
市
　
環
境
政
策
課

地
球
温
暖
化
対
策
担
当

　

７
月
15
日
か
ら
24
日
ま
で
の
10

日
間
、
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
運
動
は
、
活
動
重
点
を

〇�

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

〇
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

〇�

飲
酒
運
転
の
根
絶
お
よ
び
路
上

寝
こ
み
な
ど
に
よ
る
交
通
事
故

防
止

と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

県
内
で
は
交
通
事
故
が
多
発
し

て
い
る
の
で
、
交
通
ル
ー
ル
を

守
っ
て
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
特
殊
詐
欺
の
被
害
が
増

加
し
て
い
ま
す
。 

「
還
付
金
が
あ

る
の
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
」 「
不
正
に
カ
ー
ド
が
使

用
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
よ
う
な

ニ
セ
電
話
に
は
気
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。

　

警
察
官
や
銀
行
職
員
を
騙
り
、

カ
ー
ド
を
直
接
受
け
取
り
に
い
く
、

と
い
う
手
口
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｔ
Ｍ
で
還
付
金
の
手
続
き
は

で
き
ま
せ
ん
。
警
察
官
な
ど
が
自

宅
な
ど
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
な

ど
を
取
り
に
い
く
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
。
詐
欺
に
は
絶
対
に
、
騙
さ

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

公
社
で
は
低
廉
な
料
金
で
、
階

層
別
研
修
や
生
産
管
理
、
現
場
改

善
、
品
質
管
理
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
、
財
務

会
計
、
人
事
労
務
、
営
業
な
ど
の

実
務
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
企
業
会
計
入
門
研
修

　

企
業
会
計
の
目
的
・
役
割
を
は

じ
め
、
仕
分
け
か
ら
決
算
ま
で
の

一
連
の
流
れ
を
や
さ
し
く
解
説
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
繰
り
返
し
演
習

問
題
を
行
う
こ
と
で
、
企
業
に
お

け
る
「
お
金
」
の
流
れ
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
ま
す
。

◆
日
時
：
８
月
１
日（
木
）、２
日（
金
）

　
【
２
日
間
】９
時
30
分
～
16
時
30
分

◆
場
所
：
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
10
階

◆
受
講
料
：

【
公
社
会
員
】�
１
万
５
６
０
０
円

【
一
般
】�

１
万
９
８
０
０
円

◎
顧
客
維
持
に
つ
な
げ
る

　

信
頼
関
係
構
築
研
修

　

販
売
は
企
業
活
動
の
大
き
な

柱
。営
業・
接
客
担
当
者
に
と
っ
て
、

お
客
さ
ま
と
良
好
な
人
間
関
係
を

築
く
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
す
。

相
手
か
ら
「
気
が
合
う
」
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
な
る
「
ペ
ー
シ
ン
グ
」

を
学
び
、
お
客
さ
ま
と
の
信
頼
関

係
を
結
ぶ
方
法
を
習
得
し
ま
す
。

◆
日
時
：
８
月
５
日
（
月
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時
30
分

◆
場
所
：
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
10
階

◆
受
講
料
：

【
公
社
会
員
】�

４
６
０
０
円

【
一
般
】�

５
７
０
０
円

※
各
研
修
の
お
問
い
合
わ
せ
は
…

研
修
・
情
報
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
４
８（
６
４
７
）４
０
８
７

～
軽
減
税
率
制
度
へ
の
対
応
に
は

�

準
備
が
必
要
で
す
～

　

川
越
税
務
署
で
は
、
２
０
１
９

年
10
月
１
日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に
つ
い

て
、
事
業
者
の
皆
さ
ま
の
準
備
が

円
滑
に
進
む
よ
う
に
、
税
務
署
４

階
会
議
室
で
説
明
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
事
前
の
予
約
は
不
要
で

す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

７
月
の
開
催
日
時
は
左
記
の
と

お
り
で
す
。

◆
７
月
24
日
（
水
）

　

・
14
時
00
分
～
15
時
30
分

◆
７
月
30
日
（
火
）

　

・
10
時
00
分
～
11
時
30
分

　

・
14
時
00
分
～
15
時
30
分

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

URL�https://w
w

w
.nta.go.jp

お
問
い
合
わ
せ
先
：

川
越
税
務
署
法
人
課
税
第
一
部
門

　

☎
（
２
３
５
）
９
４
４
７

�

（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

夏
の
交
通
事
故
防
止

運
動

人
材
育
成
に
役
立
つ
！

各
種
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る

説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

川
越
警
察
署

（
公
財
）埼
玉
県
産
業
振
興
公
社

川
越
税
務
署
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日本麺に国境なし

うどん、そば、ラーメンを製造して60数年。日本で
の生産のほか、マレーシアにも進出し、安心・安全・
健康・おいしい麺を現地生産しております。新鮮
で健康に良い麺を世界16カ国に輸出しています。
看板商品は『ハラル麺』、『グルテンフリー麺』、『体
にやさしい麺』。ハラル対応をお考えの事業者さ
ま、健康志向の高まりを機会とされる事業者さま、
個人のお客さまもぜひご賞味ください。

有限会社 桃太郎食品

川越市砂新田2-2-18

049（242）3653

049（242）3880

https://www.momotaro-shokuhin.co.jp/

９：00～18：00

土曜・日曜・祝日

住所

TEL

FAX

URL

営業

定休

高階小学校

いなげや 武蔵野
銀行

新
河
岸
駅

254

無垢の国産ヒノキで建てる、本格和風建築

宮大工が創業し、今年で64年。創業以来、木造在
来工法一筋で建築してきました。構造材に、国産
のヒノキをふんだんに使用し、それを当社専属の
職人が建てていくなど、『材料』と『技術』に自
信を持っています。おかげさまで川越エリアには
現在900件を超えるオーナーさまがいらっしゃい
ます。ヒノキの香りに包まれた快適空間を、ぜひ
一度、川越展示場でご体感ください。

菊池建設 株式会社 川越展示場

川越市小仙波650-1
川越ハウジングギャラリー内

049（227）6720

049（227）6750
https://www.kikuchi-kensetsu.co.jp

10：00～18：00

お盆・年末年始

住所

TEL

FAX

URL

営業

定休

やすらぎのさとやすらぎのさと

島忠ホームズ

杉森
稲荷神社

警察署警察署

254

小仙波（東）

小仙波（中）

1 6

小仙波（南）

小仙波
1 6

254

こひやのこだわりは「自家製、手作り」です。高品
質な小麦「飛龍」「春よ恋」を青竹で手打ちしており、
多加水でモチモチした食感とほどよいコシの麺は、
手打ちがなせる技。醤油タレは笛木醤油を使用。
国産丸鳥をベースに作る清湯スープ、チャー
シュー、穂先メンマ、餃子など毎日一生懸命作っ
ていますが、すべて手作りのため、数に限りがご
ざいます。

こだわりの青竹手打ち麺、川越醤油専門店

川越らーめん こひや

川越市連雀町９－１

049（270）2536

https://mobile.twitter.
com/HitoshiKobinata

（火～土）11時～23時
（日・祝）11時～20時

月曜

住所

TEL

URL

営業

定休

蓮馨寺蓮馨寺

セブンイレブン

連雀町

川越商工会議所川越商工会議所仲町

松江町

51

15

39

39

13
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幼
児
教
育
の
専
門
学
校
に
通
っ

て
い
た
石
塚
さ
ん
は
、
介
護
実
習

に
参
加
し
て
女
性
高
齢
者
に
「
あ

り
が
と
う
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
福
祉
に
進
路
を
変
更

し
た
。
年
配
者
に
礼
を
言
わ
れ
、

驚
い
た
と
同
時
に
う
れ
し
く
な
っ

た
と
い
う
。
介
護
の
仕
事
を
し
て

い
る
石
塚
さ
ん
の
母
親
か
ら
の
薦

め
も
あ
っ
た
。
幼
稚
園
教
諭
や
保

育
士
免
許
を
取
得
後
も
、
学
校
に

通
い
続
け
て
福
祉
を
学
び
、
介
護

福
祉
士
の
資
格
を
取
得
し
た
。

　
卒
業
後
に
入
所
し
た
施
設
で
は

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
担
当
し
た
。
運

動
会
な
ど
を
企
画
し
て
高
齢
者
に

喜
ん
で
も
ら
う
な
ど
、
や
り
が
い

を
感
じ
て
い
た
が
、「
若
い
う
ち

に
い
ろ
い
ろ
経
験
し
て
お
き
た

い
」
と
い
う
思
い
か
ら
「
は
つ
か

り
」
に
転
職
し
た
。

　
20
人
の
介
護
ス
タ
ッ
フ
か
ら
６

人
の
リ
ー
ダ
ー
が
選
ば
れ
て
お
り
、

石
塚
さ
ん
は
日
勤
の
リ
ー
ダ
ー
。

ほ
か
の
ス
タ
ッ
フ
と
協
力
し
な
が

ら
業
務
を
こ
な
し
、
入
居
者
の
食

事
や
入
浴
、排
せ
つ
な
ど
の
ほ
か
、

ゲ
ー
ム
な
ど
も
行
い
、
目
ま
ぐ
る

し
く
時
間
が
過
ぎ
て
い
く
。

　
石
塚
さ
ん
は
同
施
設
が
開
設
し

た
と
き
か
ら
勤
め
て
い
る
が
、
若

く
経
験
が
浅
い
た
め
、
年
長
の
ス

タ
ッ
フ
に
頼
み
ご
と
を
す
る
の
に

は
苦
心
し
た
。
上
長
に
相
談
し
て

克
服
し
、
今
は
ス
タ
ッ
フ
同
士
の

意
思
疎
通
も
で
き
て
い
る
。

　「
は
つ
か
り
」
は
在
宅
復
帰
を

目
指
す
高
齢
者
が
３
カ
月
程
度
入

居
す
る
施
設
の
た
め
、
入
居
者
と

の
出
会
い
と
別
れ
を
繰
り
返
し
て

い
る
。「
転
院
さ
れ
る
方
が
い
る

と
心
配
で
す
し
、
自
宅
復
帰
さ
れ

る
方
が
い
れ
ば
う
れ
し
く
、
お
元

気
で
、
と
願
っ
て
い
ま
す
」。

　
実
は
こ
の
職
場
で
、
介
護
職
の

先
輩
で
あ
る
母
親
と
一
緒
に
働
い

て
い
る
。
福
祉
の
仕
事
に
対
す
る

理
想
は
高
く
「
仕
事
が
時
間
内
で

収
ま
っ
た
と
き
に
は
達
成
感
が
あ

り
ま
す
が
、
自
分
で
納
得
で
き
る

仕
事
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
知
識

と
経
験
を
身
に
付
け
て
安
定
感
の

あ
る
リ
ー
ダ
ー
に
な
り
た
い
で

す
」
と
話
し
て
い
た
。

　
C

LA
SS

IC かがやきびと
　

　
　

　
 

★

き
ら
り
★
と
か
が
や
く

　
　川
越
の 

「
人
財
」 
を
紹
介
し
ま
す
。

わか
が
や
き

が

社
の

ひ
と

親
子
で
福
祉
の
道
へ

介護老人保健施設 はつかり

　当施設は昨年４月にオープンし、スタッフ全員
でこの環境をつくってきました。石塚さんは、ほ
かの人に教えることで自分も学んできました。こ
れからもいろいろな方面に伸びていく人だと思い
ます。石塚さんのお母さんは介護職 10 年以上の
ベテランです。親子でリーダーなんですよ。

★かがやきびとさま前略
看護・介護課長

よりメッセージ一戸美貴さん

介護老人保健施設 はつかり

川越市松郷821-1

事業内容

医師や看護師などを含めた専門職が、介
護の必要な高齢者を自宅に戻れるよう支
援している「介護老人保健施設 はつか
り」。県南西部で医療・福祉施設を展開す
る「医療法人泰一会グループ」の１拠点だ。
介護福祉士のエース、石塚 篤さんは、同
施設で高い理想を持ち仕事に臨んでいる。 

石塚 篤さん (25)

介護福祉士

経営主体 医療法人泰一会
TEL：049（298）8277

長期入所サービス、介護老人保健施設
入所、ショートステイ、短期入所療養
介護、介護予防短期入所療養介護、
デイケア、通所リハビリテーション、
介護予防通所リハビリテーションなど
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〒350-8510 川越市仲町1-12 川越商工会議所 会報「CLASSIC」読者窓口 宛

【応募方法】

①クロスワードパズルの解答  ②会報「ＣＬＡＳＳＩＣ」に対する感想・意見など
③氏名  ④住所  ⑤電話番号  ⑥事業所名

【応募先】

※当選者の発表は、景品の発送をもってかえさせていただきます。
※ご応募された方の個人情報は、当選者の選定・発送以外には使用いたしません。

7月31日（水）到着分まで
E-mail：henshu@kawagoe.or.jp

◎正解者の中から3名さまに 『1,000円分の図書カード』 を差し上げます。

ハガキ、またはメールに

を明記し、下記までご応募ください。

【応募締切】

もっと無邪気に生きよう。

 

考えすぎず

 

子供心を思い出してワクワクしよう。

「無邪気」

答え

先月号

ク

ル

ワ

ズ

ス

パ

ードロ

の

ヨ ツ

ウ

ジ

ウ

フ

ト

ウ

シ

マ

シ

マ

ヤス

ツ

ユマ

ジ

ン

カ

キ

キ

イ

バ

ヨ

キ

ク カ

※□に入るのはカタカナ１文字です。
※「ァ・ィ・ゥ・ェ・ォ・ャ・ュ・ョ・ッ」などの小さい字
　（促音・拗音）は、大文字の「ア」や「ツ」として
　1文字とします。（例：「ショック」→「シヨツク」）
※濁音や半濁音は１文字として数えます。

ク ル
ワ ズス パード

Ｑ.タテとヨコの問題を解いて、
　 白い□を埋めてください。

A～E に入れた文字を並べると、
ある言葉が完成します。
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　昔から「本は知識の泉である」と言
われます。
　静かな空間に多種多様な本が置いてあ
る書店こそ、まさに「知識の泉そのもの」
だと思います。
　平積みの本を手にとり、その重さ、装丁
の美しさ、紙の手触りなどを五感で感じる。
ネットでは絶対に味わえない醍醐味です。
　私にとって、書店は本を買う場所では
なく、本との出会いの場所です。（鹿倉）

今 月 の すまいる コラ職員 ム
「剛柔流空手道 長崎道場」

　剛柔流空手道 長崎道場は、埼玉県チャン
ピオンや全日本チャンピオンも輩出してい
る空手道場です。道場からは子どもたちの元
気な声が聞こえてきました。
　「『すまいる』のまま教えるのは難しいな」
と言いながらも笑顔を見せた長崎さん。指
導する姿は真剣で気迫がこもっています。

　オリンピック種目にもなっ
た空手の道場です。毎週
火・木・土曜日に練習してい
ます。道場では小さなお子
さんから大人まで幅広い方
が練習しています。お気軽
に見学やご連絡ください。

新会員から皆さまへ

川越市山田907-12　TEL 049（299）6930

Smile

CBA D E

1975年熊本生まれ。東京理科大学卒業後、ＮＴＴに就職。
約３年後に書道家として独立。ＮＨＫ大河ドラマ「天地人」
や世界遺産「平泉」など、数々の題字を手掛ける。講演活
動やメディア出演、著書出版も多数。2013年度文化庁から文
化交流使に任命され、ベトナム・インドネシアにて、書道ワー
クショップを開催。15年には、カリフォルニアにて個展開催、
17年にはワルシャワ大学にて講演など、世界各国で活動する。
公式ブログ「書の力」：https://ameblo.jp/souun/
公式サイト：https://www.souun.net/、感謝69：https://kansha69.com/

A

バ
B

ン
C

シ
D

ヤ
E

ク

 1 夏のはじめ
 3 春夏秋冬
 5 スポーツで同点引き分け
 6 飛行機は「空路」、バスは？
 8 ○○○名古屋は城でもつ
 10 すしネタになると「アオヤギ」
 11 二つそろって一組になる
 12 物事の根元や起源

ヨコのヒント

 1 読みかけの本にはさんでおくもの
 2 待てば○○○の日和あり
 3 栗はコレ付きのまま甘露煮にしてもおいしい
 4 １位のメダルの色
 7 弘法大師とも
 8 油。○○○サーディン
 9 賢く頭の回転の速いこと
 10 ドストエフスキーの『罪と○○』

タテのヒント

著作権記事
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地域から世界に  ともに未来を拓こう！

「剛柔流空手道 長崎道場」

撮影：イメージア・フォトオフィス  島崎 賢一

今月 の すまいる

○わが社のかがやきびと
石塚 篤さん／

（医）泰一会 介護老人保健施設 はつかり

7
月
号
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行

（有）桃太郎食品
菊池建設（株） 川越展示場
川越らーめん こひや

○グーテン・ターク！
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埼玉の生んだ偉人
渋沢栄一と川越
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社内でご回覧ください

商工会議所のサービスはこんなにおトク!!
川越商工会議所PR動画

『小江戸川越テレビショッピング』
YouTubeで配信中！

3分Ver.16分Ver.

川越ものづくり
ブランド


